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その意味で、拙稿においても、岡 田 （ 1938)を引用すベ 

きであった。

岡田博士のお考えは基本的に正しかったことが、私の 

調査によっても確められた。この問題は、閉鎖花と展開 

花の種子生産における優劣を論じて終わるようなもので 

はなく、オニバス（特に日本に遗 存する個体群）の進化 

を解明する上でも、重要な糸口になるものであることを 

付記しておく。

末筆ながら、私の不注意を御指摘いただいた松井宏明 

氏にお礼申し上げる。 （神戸大学教養部）
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〇この文献目録も1975年分まで進みました0 この目録の 

作成にあたっては、必ず原著にあたることを方針にし、 

確認の機会のないものについては胃を控えてきました。 

次回からは、孫引きも止むなしとして、補遺をまとめてゆ 

く予定です。お気付きの文献を御教示いただければ幸い 

で す （角野康郎）〇


